
令和３年３月２２日（月）～令和３年３月２８日（日）〔令和３年第１２週〕の感染症発生状況 

第１２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)流行性角結膜炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１９人と前週（２．００人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．７８人と前週（１．３３人）から減少しましたが、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．４７人と前週（０．７５人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

  

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第１２週報告数第２位

第１２週報告数第１位
１年間を健康に過ごすために！ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 

令和３年３月３０日作成 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 新型コロナウイルス感染症の流行の影響を受けて、令和２年春以降は例年流

行する感染症の報告数は激減し、流行もみられませんでしたが、この数週間で

ＲＳウイルス感染症や流行性角結膜炎等の報告数が少しずつ増加しています。 

 新年度が始まり人の移動が多くなると、新型コロナウイルス感染症を含め、

さまざまな感染症にかかる機会が増加します。自分自身や周りにいる大切な人 

たちを感染症から守るために、正しい 

マスクの着用、手洗いや手指消毒など 

の基本的な感染対策を徹底しましょう。 

また、定期予防接種の対象の方は確実 

に接種を済ませておきましょう。 

患
者 

川崎市おけるＲＳウイルス感染症発生状況 
－令和３年と過去５年間平均の比較－ 

対象者 
令和２年３月１２日以降に小児の定期予防接種期間を経過
し、現在未接種の方（接種日時点で川崎市民の方に限る。） 
※ただし、次のワクチンは延長できません。 

 ロタウイルスワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン
 
延長可能期間  
令和４年５月３１日接種まで 
 
手続き等の詳細につきましては、市ホームページ（「新型コロナウイ
ルス感染症の発生に伴う定期の予防接種の再延長について（子ども
の予防接種）」）をご覧ください。 

川崎市おける流行性角結膜炎発生状況 
－令和３年と過去５年間平均の比較－ 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴う
小児の定期予防接種期間の延長について 


